
      

春
本
番
・
・
・
・

                 

 

 

     
   雪

形 
 

２
つ
の
「
常
念
坊
」 

               

今
年
も
、
山
名
由
来
の
「
常
念
坊
」
が
く
っ

き
り
と
姿
を
現
し
ま
し
た
。 

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
２
態
目
の
大
き

な
「
常
念
坊
」
に
つ
い
て
、
紹
介
し
て
み
ま
す
。

雪
形
が
黒
、
白
混
合
型
で
す
の
で
、
見
え
に

く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
頭
の
輪
郭
・
中

啓
・
袈
裟
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。 

                    

555 

堀
金
公
民
館
だ
よ
り 

 

  第６２号 

回 覧 

堀金地域人口 
 

男 4,２５５ (−１３)
女 4,４8３ (− ２) 
計 8,７３８ (−１５)  
世帯数 3,60１  
         (− ５) 

 【５月１日現在 】 

 
〝ほりがね物産センター南側圃場〟から「白銀の常念岳」

「菜の花」「鯉のぼり」 R7.4.25 撮影 

 

 

 

下堀区北圃場から 

  R7.4.29 撮影 

常念岳 2857m 
前常念岳 2662m 

 

山名由来の伝承
雪形「常念坊」 

黒、白混合型の大きな
「常念坊」 

中啓 

裏
面
へ
続
く 

頭 

袈裟 



 

童
謡
・
唱
歌
・
心
の
歌 

を
歌
い
ま
し
ょ
う 

♪ 
 

４
月
17

日
、
西
山
紀
子 

さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し 

て
、
今
年
度
最
初
の
講
座 

を
行
い
ま
し
た
。
全
６
回 

で
、
学
習
の
成
果
を
堀
金 

文
化
祭
の
芸
能
発
表
会
に 

発
表
す
る
予
定
で
す
。 

今
回
は
、
５
月
に
開
催 

さ
れ
る
あ
づ
み
の
公
園
早 

春
賦
音
楽
祭
に
〝
昆
虫
の 

魅
力
合
唱
団
〟
と
し
て
参 

加
す
る
こ
と
を
前
提
に
、 

「
ち
ょ
う
ち
ょ
（
オ
オ
ル 

リ
シ
ジ
ミ
の
替
え
歌
）」
「
と
ん
ぼ
の
め
が

ね
」
「
こ
が
ね
虫
」
等
、
練
習
を
兼
ね
な

が
ら
楽
し
く
歌
い
ま
し
た
。 

 

     

   
 

拾
ケ
堰
物
語 

【
第
１
弾
】 

 

講
話 

豊
か
な
安
曇
野
を
潤
お
す 

❝
拾
ケ
堰
❞ 

 

４
月
19

日
、
「
豊
か
な
安
曇
野
を
潤
お

す
❝
拾
ケ
堰
❞
」 

と
題
し
て
、
青
栁 

和
義
さ
ん
を
講
師 

に
講
話
を
し
て
い 

た
だ
き
ま
し
た
。 

内
容
は
、
拾
ケ 

堰
に
つ
い
て
歴
史 

的
な
こ
と
を
中
心 

に
開
削
当
時
の
詳 

細
に
つ
い
て
で
、 

受
講
者
は
熱
心
に 

耳
を
傾
け
て
い
ま 

し
た
。 

 

 

 

 
 

  

《 

６ 

月
の
公
民
館
事
業
予
定 

》 
 

１
・

日
（
日
）
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン 

３
・

日
（
火
）
ス
マ
ホ
教
室 

５
・

日
（
木
）
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
in

常
念
実
行
委
員
会 

６
・

日
（
金
）
常
念
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
幹
事
会 

７
・

日
（
土
）
お
宝
発
見
講
座
・
カ
リ
ー
ラ
イ
ス 

８
・

日
（
日
）
市
公
民
館
大
会 

14

日
（
土
）
食
を
楽
し
む 

16

日
（
月
）
サ
ポ
ー
ト
会
議 

18

日
（
水
）
子
育
て
サ
ー
ク
ル 

19

日
（
木
）
童
謡
唱
心
の
歌
講
座 

20

日
（
金
）
体
操
教
室
① 

21

日
（
土
）
拾
ケ
堰
物
語
・
紙
芝
居 

24

日
（
火
）
地
区
公
民
館
役
員
会
② 

26

日
（
木
）
菊
づ
く
り
講
座
② 

        

ロ
ビ
ー
に
て
顔
を
み
る
な
り
「
ち
ゃ
ん
」
つ
け
て
十
年
ぶ
り
の
女
子
会
始
む 

丸
山 

和
加
子 

落
雷
に
お
も
は
ず
二
歳
児
き
ゆ
っ
と
抱
く
五
円
切
手
の
お
猿
の
や
う
に  
一
志 

み
ゆ
き 

春
星
や
北
へ
発
つ
子
の
眼
の
清
し    

林 
 

栗
子 

 

「
ス
マ
ホ
の
使
い

す
ぎ
、
親
指
酷
使
に

注
意
！
」
の
対
策

は
、
ス
マ
ホ
を
両
手

で
使
用
、
左
右
の
手

で
交

互

に
持

つ
。  

〝
白
の
布
製
の
肩
掛

け
カ
バ
ン
〟
の
対
策

を
思
い
出
す
。
40

歳

以
下
の
人
は
ど
ん
な

こ
と
か
分
か
る
か

な
？
【
朴
風
】 

  

 

編
集
後
記 

 

堀
金 

 

 

短 

歌 
 


